
数字で見る被災地
①がれき処分量（処理率）
②県外避難者数（5月 10日との比較）

被
災
５
県
で
計
18
件

復
興
特
区
認
定
す
す
む

最
大
宿
泊
人
数 

74
名  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
開
放

始
。
他
に
も
マ
ッ
チ
ン
グ
先
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
新
商
品
を
開

発
・
販
売
す
る
企
業
も
あ
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
介
し
た
支
援
が
、

被
災
し
た
企
業
の
新
た
な
成
長

戦
略
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
消
費
者
や
流
通
業
者

の
目
は
、
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
盛
り
上
が
っ
た
昨
年
に
比
べ

て
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。「
東
の

食
の
会
」
事
務
局
代
表
の
高
橋

岩手県
①６７．６万トン
	 （１２．９％）

②１５５９人
	 （－２４人）

宮城県
①	 ２９０万トン
	 （２５．１％）
②８４０３人
	 （－２８人）
福島県
①	２４．７万トン
	 （１２．３％）
②	６１８１５人
	 （－２２３人）

※①６月３０日現在、環境省　②７月５日
現在、復興庁

　

被
災
地
の
復
興
促
進
を
目
的
と
し
て
、
規
制
や
税
制
が
優
遇
さ
れ
る
復
興
特
区
の
認
定

が
進
ん
で
い
る
。
７
月
27
日
に
は
石
巻
市
と
南
相
馬
市
で
特
区
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
、

被
災
地
全
体
で
復
興
特
区
は
合
わ
せ
て
18
件
と
な
っ
た
。

　

復
興
特
区
は
、
昨

年
12
月
の
東
日
本
大

震
災
復
興
特
別
区
域

法
施
行
以
降
、
こ
れ

ま
で
に
岩
手
・
宮

城
・
福
島
の
３
県
に

加
え
、
青
森
県
と
茨

城
県
で
計
18
件
が
認

定
さ
れ
て
い
る
。
今

回
認
定
を
受
け
た
２

件
は
、
石
巻
市
の
商

業
・
観
光
関
連
産
業

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル

関
連
産
業
の
税
制
を

優
遇
す
る
「
牡
鹿
愛

ラ
ン
ド
特
区
」
と
、

南
相
馬
市
の
仮
設
店

舗
の
存
続
期
間
に
か

摘
さ
れ
て
い
る
。
経
団
連
会
長

が
民
間
企
業
の
設
備
投
資
活
性

化
の
た
め
法
人
税
を
軽
減
す
る

な
ど
の
方
策
の
必
要
性
を
指
摘

す
る
発
言
を
し
た
ほ
か
、
税
制

の
優
遇
措
置
等
が
認
め
ら
れ
る

期
間
が
５
年
と
短
く
、
企
業
側

　
「
東
の
食
の
会
」

の
事
業
が
加
速
し

て
い
る
。
東
日
本

大
震
災
で
被
災
し

た
生
産
者
等
と
販

売
業
者
等
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
５

年
間
で
５
百
事
業
、

２
百
億
円
の
経
済

効
果
を
目
指
す
。

　

７
月
17
日
、

　

陸
前
高
田
市
で
28
日
、
廃
校

が
決
ま
っ
て
い
た
矢
作
小
学
校

の
校
舎
を
活
用
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
向
け
の
簡
易
宿
泊
所
が

プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
、
開
所
式
が

行
わ
れ
た
。

　

市
の
事
業
に
東
急
不
動
産
と

そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
計
３
社
が

協
力
し
、
校
舎
を
改
装
し
て
実

「 東の食の会 」
マッチング事業を強化

「
東
の
食
の
会
」
の
会
員
企
業
で

あ
る
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
の

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ロ
ー
ソ
ン
」
は
、

岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
ハ
ム
、

ウ
イ
ン
ナ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

プ
リ
ン
な
ど
の
産
品
を
販
売
開

始
。
ま
た
同
じ
く
会
員
企
業
で

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
扱
う
コ
ン
タ

ツ
株
式
会
社
は
、
お
中
元
ギ
フ

ト
と
し
て
東
北
の
食
材
を
使
っ

た
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト
の
販
売
を
開

現
に
至
っ
た
。

民
宿
な
ど
が
被

災
し
、
市
内
に

は
宿
泊
施
設
が

少
な
か
っ
た

た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
拠
点
と
し

て
の
利
用
が
期

待
さ
れ
る
。
宿

泊
所
に
ベ
ッ
ド

は
な
く
、
寝
袋

を
持
参
す
る
か
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

代
を
支
払
っ
て

リ
ネ
ン
を
貸
し
て
も
ら
う
。
８
月

中
旬
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
整
備

す
る
。
最
大
宿
泊
人
数
は
74
名
。

　

プ
レ
期
間
は
10
月
ま
で
で
、
そ

の
間
の
宿
泊
は
無
料
だ
。
準
備

期
間
を
経
て
、
来
年
５
月
頃
に

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
。
市
か

ら
委
託
さ
れ
た
株
式
会
社
夏
油

温
泉
が
運
営
す
る
。
泊
ま
る
に
は
、

市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

通
す
か
、
専
用
電
話
０
８
０

（
６
０
１
８
）
６
７
５
３
へ
連
絡

が
必
要
。

大
就
（
だ
い
じ
ゅ
）
氏
は
、

「
安
心
・
安
全
だ
け
で
は
手
を

伸
ば
し
て
く
れ
な
く
な
っ
た
」

と
分
析
。
そ
の
上
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
鍵
を
「
小
売

や
飲
食
事
業
者
な
ど
『
川
下
』

側
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
情
報

発
信
」
と
語
り
、
生
産
者
な
ど

『
川
上
』
側
に
情
報
発
信
面
で

の
一
層
の
工
夫
を
求
め
た
。
い

ま
、
東
北
の
事
業
者
は
一
体
何

を
伝
え
る
べ
き
な
の
か
。

【
関
連
記
事
４
・
５
面
特
集
へ
】

か
わ
る
規
制
の
特
例
を

認
め
る
特
区
。

　

現
在
認
定
を
待
つ
特

区
の
な
か
に
は
、
宮
城

県
と
石
巻
市
が
申
請
し

て
い
る
農
業
関
連
事
業

の
税
制
優
遇
を
求
め
る

農
業
特
区
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
す
で
に
同
市
で

も
の
づ
く
り
産
業
と
Ｉ

Ｔ
産
業
向
け
に
認
定
さ

れ
て
い
る
「
民
間
投
資

促
進
特
区
」
の
農
業
版

で
、
農
業
の
６
次
産
業

化
が
ね
ら
い
。
申
請
中

の
特
区
は
こ
の
ほ
か
に

も
多
数
あ
り
、
迅
速
な

認
定
に
よ
る
復
興
の
促

進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

５
年
間
で
２
百
億
円
の
経
済
効
果
目
指
す

陸
前
高
田
に
宿
泊
施
設
誕
生

の
営
業
サ
イ
ク
ル
と
合
わ
ず
進

出
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い
と
い
う

声
も
あ
が
っ
て
い
る
。

　

特
区
制
度
が
復
興
促
進
と
い

う
本
来
の
目
的
を
果
た
せ
る
よ

う
、
課
題
の
解
決
と
効
果
的

な
特
区
の
運
用
が
必
要
だ
。

期
間
や
範
囲
で
企
業
ニ
ー
ズ

と
乖
離
の
声
も

　

特
区
内
で
実
際
に
税
制
・
規

制
の
優
遇
を
受
け
て
業
務
を
行

う
た
め
に
は
、
指
定
事
業
者
に

指
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
復

興
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、
指
定

事
業
者
の
数
は
６
月
末
時
点
で

２
８
６
。
特
区
認
定
と
並
行
し

て
、
指
定
事
業
者
の
指
定
と
業

務
の
実
施
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　

特
区
第
一
弾
と
な
っ
た
岩
手
県

の
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
特
区
」

で
は
陸
前
高
田
市
の
ロ
ッ
ツ
株
式

会
社
に
よ
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
業

務
が
６
月
に
開
始
さ
れ
た
。
宮

城
県
仙
台
市
の
「
農
と
食
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
特
区
」
で
は
、

農
事
組
合
法
人
仙
台
イ
ー
ス
ト

カ
ン
ト
リ
ー
が
農
業
の
６
次
産

業
化
を
目
指
し
た
業
務
を
、
岩

手
県
の
「
産
業
再
生
特
区
」
で

は
、
陸
前
高
田
市
の
植
物
工
場

グ
ラ
ン
パ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
３
事
業

者
が
特
区
内
で
工
場
建
設
や
被

災
者
雇
用
を
行
う
予
定
だ
。

　

一
方
で
、
特
区
制
度
の
運
用

や
効
果
に
対
し
て
は
課
題
も
指

青森県
主な認定済みの復興特区

税制優遇による、グリーンイノベーション関連産業、食品
関連産業等の企業の新規立地および雇用促進

岩手県
医療機関に対する医療従事者の配置基準の特例等を認
めることによる、医療・福祉サービスの向上

医療機器製造販売業等の許可基準の緩和による、医療機
器製造販売業の立地促進

医税制優遇や医療機器製造販売業の許可基準の緩和に
よる、製造業や医薬品関連産業の企業の新規立地・投資
および被災者の雇用促進

福島県

税制優遇による、輸送用機械、電子機器、医療・福祉機器
関連産業等の企業の新規立地・投資および被災者の雇用
促進

宮城県

税制優遇による、ものづくり産業（自動車関連産業、高度
電子機械産業等）の企業の新規立地・投資及び被災者の雇
用促進

あおもり生業（なりわい）づくり復興特区

保健・医療・福祉特区

ふくしま医療関連産業復興特区

産業再生特区

ふくしま産業復興投資促進特区

民間投資促進特区（ものづくり産業版）

保健・医療・福祉復興推進特区
医療機関に対する医療従事者の配置基準の特例等を認
めることによる、医療・福祉サービスの向上。また、医療機
器製造販売業の許可基準の緩和による、医療機器製造販
売業の立地促進。

ふるさとは負けない。ふるさとは負けない。

東北に仕事をつくるための、
インターン・インキュベーションを実施します！

東北に仕事をつくるための、
インターン・インキュベーションを実施します！

東北仕事復興リーグ東北仕事復興リーグ

◆お問合せ・応募用紙提出先：
一般社団法人ソーシャルビジネス・ネットワーク（担当：宮島、服部宛）
〒107－0062　東京都港区南青山1-20-15　ROCK1st 3F
TEL：03-6820-6300／FAX：03-5775-7671
E-mail: info@socialbusiness-college.com
URL: http://sbncollege.com

全国に学ぶ・
事業再生に活かす

インターンシップも同時開催!!

全国に学ぶ・
事業再生に活かす

インターンシップも同時開催!!

◆対象
陸前高田・大船渡・住田町・気仙沼に

お住まいの方を対象に、
全国での実地研修を行います。

詳細はHPへ!!

◆対象
陸前高田・大船渡・住田町・気仙沼に

お住まいの方を対象に、
全国での実地研修を行います。

詳細はHPへ!!被災地に学ぶ/自分の道を考える　被災地支援インターンシップ参加者大募集！
この夏、被災地で何か活動したいと考えている方、人間力を鍛えたい方、就職活動を前に、モヤモヤ悩んでいる方、ぜひご応募ください！

◆対象　：　岩手県、宮城県内の大学に在学中の大学生　　◆募集定員　：　40名
◆実施地域　：　岩手県陸前高田市・大船渡市、宮城県気仙沼市
◆インターンシップ実施期間　：　※第１期の応募受付は終了しました。　
　第2期：8月19日（土）～9月  1日（日）　応募〆：8月10日（金）　／　第3期：9月2日（土）～9月15日（日）　応募〆：８月１７日（金）
　第4期：9月16日（土）～9月29日（日）　応募〆：8月24日（金）　　
◆応募方法：ＨＰより応募用紙をダウンロードの上、メールまたは郵送にてお送り下さい。　※応募資格等詳細はＨＰをご覧ください。

検索東北仕事復興リーグ東北仕事復興リーグ

まずは相談会にご参加ください。
8/23（木）、9/6（木）、9/18（火）
いずれも16時～18時

会場：陸前高田ドライビングスクール校舎裏
　　（陸前高田市竹駒町字相川74－1）

１3
２０１2 年（平成 24 年）8 月 6 日　月曜日

（1） ２０１２年（平成 24 年）8 月 6 日 月曜日（復興 514 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第 13 号　

第     号被災地復興に取り組む人のための業界新聞
http://www.rise-tohoku.jp/

〒151-0053  東京都渋谷区代々木  2-10-9-8Ｆ
http://www.h-u-g.jp　e-mail: info@h-u-g.jp
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創刊 　２０１２年（平成24年）１月１６日 月曜日
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船上で漁師からホタテの養殖の説明を聞く米国の高校生

政策
福島県、確定拠出年金特区申請 
福島県は確定拠出年金の積み立て
資金を中途脱退し、生活再建に充当
することを可能とする特区を県内５９
市町村とともに国へ申請した。

岩手県、復興ロードマップ詳細化 
岩手県が沿岸１２市町村別復興ロー
ドマップを２５日に発表した。６月
に作成した総括版をより詳細にした
もの。

復興チームを被災自治体に派遣 
平野復興相は、国と県、被災自治体
とＵＲ都市機構が、共同で課題解決
を図る「復興連携チーム」を、岩手・
宮城の１１市町へ派遣すると発表した。

福島再生基本方針を決定 
１３日、国は福島県の原発事故から
の復興施策を記載した「再生基本方
針」を閣議決定した。汚染土壌の
処分方針などを盛り込む。

産業復興
ドコモ、仙台にコールセンター
ＮＴＴドコモは、仙台市に新しくス
マートフォンの操作方法を案内する
コールセンターを開設した。年内に
１６０人体制をめざす。

再生可能エネルギー研究会発足
再生可能エネルギーにおける産官学
の連携強化のため、３５０組織が参
加する「福島県再生可能エネルギー
関連産業研究会」が発足した。

生活・まちづくり
いわき市、災害公営住宅着工へ
福島県いわき市は、市内に建設予
定の７００戸分の災害公営住宅につ
いて地権者の合意をおおむね得た。
２０１３年度に着工する見通し。

大船渡市、２６地区の高台移転
岩手県大船渡市は、市内２６地区に
６００戸分の高台移転を実施する方
針を示した。２０１６年度末までに
全戸の完成をめざす。

原発・放射能
双葉町、２０１６年に仮の町
福島県双葉町が、２０１６年に仮の
町を設置する方針であることが分
かった。１３年度中に候補地を決定、
１５年度中に着工する計画。

飯舘村、３区域に再編へ
１７日、全村が計画的避難区域に指
定されていた福島県飯舘村を、国は
新たに「帰還困難」「居住制限」「避
難指示解除準備」の３区域に編成し
なおした。

楢葉町、「警戒区域再編」を承諾
福島県楢葉町は１９日、政府が提示
していた町内警戒区域の全てを「避
難指示解除準備区域」に再編する案
を承諾した。具体的な再編日は未定。

大熊町、区域再編案を受け入れへ
全域が警戒区域となる福島県大熊町
は、政府案を受け入れ、9月にも３
区域に再編する考えを示した。９５％
が「帰還困難区域」となる見込み。

医療
厚労省、ＤＭＡＴ活動要領を改定
厚生労働省は、東北におけるＤＭＡＴ
（震災派遣医療チーム）の活動教訓か
ら、ＤＭＡＴ活動要領を改定。活動
長期化時の2次派遣を盛り込む。

その他
復興道路にがれきを活用
国土交通省南三陸国道事務所は２７
日、震災で発生したがれきの復興道
路工事への活用を始めた。道路工
事への使用は被災３県で初めて。

　

宮
城
県
南
三
陸
町
で
、

震
災
で
中
断
し
て
い
た

漁
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
再
開
し
た
。
第
１
弾

と
し
て
、
７
月
に
は
米

国
か
ら
90
人
の
高
校
生

が
来
訪
。
漁
船
に
乗
り

ホ
タ
テ
、
カ
キ
、
ホ
ヤ

や
銀
鮭
な
ど
の
養
殖
施

設
を
見
学
し
た
。
漁
業

体
験
後
に
は
、
獲
れ
た

新
鮮
な
海
の
幸
を
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
で
堪
能
し
、
住

民
と
の
交
流
も
深
め
た
。

　

海
外
か
ら
の
受
け
入

れ
は
今
回
初
め
て
だ
が
、

震
災
前
か
ら
南
三
陸
町

7月7日～7月27日
　

３
月
11
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
受
け
て
神

戸
の
仲
間
達
は
、
い
て
も
立
っ
て
も
お

れ
な
い
心
境
で
そ
れ
ぞ
れ
、
当
て
も
な

く
被
災
地
に
向
か
っ
た
。
私
は
、
被
災

し
た
友
人
が
い
た
こ
と
、
阪
神
淡
路
で

一
緒
に
苦
労
し
た
友
人
が
避
難
所
支
援

を
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
気
仙
沼

市
と
関
わ
り
始
め
た
。
現
在
、
市
内
５

地
区
で
高
台
移
転
の

支
援
、
中
心
市
街
地

２
地
区
で
復
興
ま
ち

づ
く
り
支
援
を
続
け

て
い
る
。
単
純
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

毎
月
の
よ
う
に
顔
を
見
せ
る
こ
と
が
信

頼
に
つ
な
が
る
。
全
国
自
治
体
で
唯
一

ま
ち
づ
く
り
専
門
家
の
派
遣
制
度
を
立

ち
上
げ
た
、
兵
庫
県
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

あ
っ
て
こ
そ
で
あ
る
。

　

被
災
者
支
援
の
枠
組
み
が
決
ま
り
、

い
く
つ
か
の
地
域
で
具
体
的
な
復
興
の

道
筋
が
明
ら
か
に
な
り
始
め
た
。
そ
の

一
方
で
、
先
の
見
え
な
い
被
災
者
達
は
、

乗
り
遅
れ
や
取
り
残
さ
れ
感
に
取
り
つ

か
れ
始
め
て
い
る
。
今
の
段
階
で
大
き

な
課
題
は
２
つ
あ
る
。
１
つ
は
、
被
災

者
の
自
発
力
で
あ
る
。
長
い
復
興
の
プ

ロ
セ
ス
を
耐
え
る
に
は
、
自
分
が
復
興

の
主
体
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
誇
り
が

必
要
で
あ
る
。
阪
神
淡
路
で
は
、
多
く

の
自
主
再
建
（
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
手
を
借

り
な
い
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
出
来
る
こ
と
は
自
分
た

ち
で
や
る
。
資
金
が
足
り
な
い
の
で
み

ん
な
で
お
金
を
出
し
合
っ
て
事
業
基
金

を
作
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
自
力
で
や
っ

た
と
い
う
達
成
感
と
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
自
信
や
誇
り
は
消
え
る
こ
と
が
な

い
。
関
わ
っ
た
専
門
家
も
大
き
な
勇
気

を
も
ら
っ
た
。
長
丁
場
の
復
興
を
乗
り

切
る
た
め
に
は
、
自
分
た
ち
が
主
人
公

で
あ
る
と
い
う
強
い
想
い
が
欠
か
せ
な
い
。

東
日
本
で
も
そ
の
よ
う
な
自
発
の
連
鎖

（
自
発
→
達
成
感
→
自
信
・
誇
り
→
新

た
な
発
意
）
を
起
こ
す
こ
と
が
重
要
だ
。

　

も
う
１
つ
は
、
被
災
自
治
体
の
復
興

へ
の
取
り
組
み
姿
勢
で
あ
る
。
充
分
な

情
報
提
供
が
出
来
て
い
な
い
に
も
関
わ

ら
ず
、
被
災
者
に
性
急
な
判
断
を
迫
る

こ
と
が
目
に
つ
い
て
仕
方
な
い
。
被
災

者
は
、
何
も
判
ら
な
い
可
哀
想
な
人
々

で
は
な
い
し
、
行
政
に
お
任
せ
す
れ
ば

自
分
た
ち
の
望
む
も
の
が
実
現
す
る
も

の
で
も
な
い
。
何
が
自
分
た
ち
に
と
っ
て

最
良
の
選
択
な
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た

め
に
は
、
情
報
を
集
め
て
じ
っ
く
り
考

え
る
し
か
な
い
。
焦
ら
ず
、
必
要
な
ら

回
り
道
も
恐
れ
ず
、
熟
慮
に
熟
慮
を
重

ね
て
最
良
の
結
果
を
導
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
特
に
防
災
集
団
移
転
の
よ
う

な
任
意
事
業
で
は
、
被
災
者
に
寄
り
添

い
課
題
を
解
決
す
る
専

門
家
の
存
在
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

不
遜
な
言
い
方
に
な

る
の
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、
災
害
復
興

は
壮
大
な
社
会
実
験
で
あ
る
。
10
年
後
、

20
年
後
、
我
々
は
ど
の
よ
う
な
社
会
や

成
果
を
生
み
出
し
得
た
の
か
。
そ
の
問

い
は
常
に
頭
上
に
あ
る
。

　
（
野
崎
隆
一　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
神
戸

ま
ち
づ
く
り
研
究
所
理
事
、
ひ
ょ
う
ご

市
民
活
動
協
議
会
代
表
）

自
発
が
導
く
「
自
信
と
誇
り
」

被
災
地
に
「
自
発
の
連
鎖
を
」

で
は
、
関
東
や
北
海
道

な
ど
全
国
か
ら
年
間
約

一
千
人
の
小
中
高
校
生

を
受
け
入
れ
て
き
た
。

漁
業
を
体
験
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
国
で

も
珍
し
い
と
い
う
。

　

漁
業
体
験
の
再
開
に

あ
た
り
、

町
観
光
協

会
と
漁
協

志
津
川
支

所
戸
倉
出

張
所
が
協

力
し
、
窓

口
を
一
本

化
す
る
等

受
け
入
れ

体
制
を
整

え
て
い
る
。

　

今
後
は

さ
ら
に
、

現
地
で
な
け
れ
ば
体
験

で
き
な
い
独
自
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
漁
業

体
験
と
組
み
合
わ
せ
て

漁
師
の
家
に
宿
泊
す
る

民
泊
や
、
市
場
や
商
店

街
と
連
携
し
南
三
陸
町

を
ま
る
ご
と
楽
し
め
る

企
画
等
を
加
え
て
い
く

予
定
だ
。

　

町
が
持
っ
て
い
る
観

光
資
源
を
活
か
し
た
企

画
を
提
供
し
、
着
地
型

観
光
を
展
開
す
る
南
三

陸
。
漁
協
戸
倉
出
張
所

の
星
昌
孝
さ
ん
は
「
多

く
の
方
々
に
南
三
陸
の

海
に
ふ
れ
、
復
興
し
て

い
く
様
子
を
見
て
欲
し

い
」
と
想
い
を
込
め
る
。

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

漁
業
の
再
建
と
共
に
観

光
の
復
活
は
、
地
域
の

活
性
化
を
加
速
さ
せ
て

い
く
だ
ろ
う
。

漁
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
再
開

地
元
の
資
源
を
活
か
し
た
観
光
を

南三陸
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●公益信託
「仙台銀行まちづくり基金」
【助成対象】宮城県内におこる「まちづくり」

に必要な環境整備などの活動や調査研究
で、次のいずれかに該当するもの。なお、
震災からの復興支援に関する助成申請を
含む。
１．快適で文化的なまちづくりに必要な環
境整備など実践活動を行う個人又は団体
２．まちづくりのために必要な調査、研究、情報提供を行う個
人又は団体
３．その他まちづくりの目的を達成するために必要な事業

【助成金額】１件あたり限度３０万円。ただし、運営委員会が認
めた場合には、限度額を超えて助成することができる。

【応募方法】ホームページから助成申込書をダウンロード、記入
のうえで提出または郵送

【応募締切】９月末日
【ＨＰ】http://www.sendaibank.co.jp/local/fund/index.html

●公益財団法人 新技術開発財団
「復興支援特定研究助成２０１２」
【対象事業】原発事故の放射性物質による土壌・海洋汚染、農

作物等の被曝の影響等の重要課題解決に向けた研究で、被災
地域の復興を支援するもの。なお、申請と同一テーマで国や
他の助成機関から助成を受けている場合は助成対象外とする。

【対象団体】代表研究者は大学、公的研究機関に所属する常勤
の研究者。また、被災した大学等の研究者が参加することで、
被災した大学等の復興支援もできるような研究チーム編成が望
ましい。

【助成額】助成金上限額は３００万円で、５件程度を予定
【応募方法】ホームページからダウンロードできる申請書、代表

研究者の履歴書・研究経歴書（様式は自由）、参考文献を２部
提出

【募集期間】平成２４年９月２０日～１０月１０日（締切日消印有効）
【ＨＰ】http://www.sgkz.or.jp/shien/download_02.html
【問い合わせ】公益財団法人 新技術開発財団℡：03（3775）
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２
０
１
４
年
に
全
線
復
旧
予
定

の
三
陸
鉄
道
だ
が
、
今
後
の
「
鉄

道
の
経
営
」
に
は
、
大
き
な
課
題

が
あ
る
。
鉄
道
の
主
な
収
入
は
人

員
輸
送
。
昨
年
度
の
運
輸
収
入
は

お
よ
そ
９
８
０
０
万
円
と
、
前
年

３
億
２
２
０
０
万
円
の
３
分
の
１

を
下
回
る
。
こ
れ
は
路
線
の
一
部

し
か
復
旧
し
て
い
な
い
状
態
で
の

数
字
な
の
で
、
全
線
復
旧
後
に
ど

れ
く
ら
い
復
活
で
き
る
か
が
鍵
と

な
る
。

　

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
に
あ
る

全
長
14
・
３
㎞
の
ひ
た
ち
な
か
海

浜
鉄
道
は
、
震
災
で
レ
ー
ル
の
ゆ

が
み
、
土
砂
の
陥
没
や
が
け
く
ず

れ
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
。
公
的

補
助
を
受
け
、
４
ヶ
月
の
復
旧
期

間
を
経
て
全
線
復
旧
を
果
た
し
た

が
、
２
０
１
１
年
度
の
輸
送
人
員

は
14
・
３
％
減
の
65
万
人
。
運
休

期
間
中
に
は
バ
ス
に
よ
る
代
替
輸

送
な
ど
を
行
っ
て
い
た
が
、
車
で

の
通
勤
や
送
迎
が
習
慣
化
し
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
だ
ろ
う
と
み
て

い
る
。

　

沿
線
地
域
が
大
き
な
被
害
を
受

け
た
三
陸
鉄
道
の
場
合
は
、
こ
れ

よ
り
も
厳
し
い
状
況
だ
と
言
え
る
。

も
と
も
と
の
人
口
減
少
傾
向
が
、

震
災
に
よ
り
加
速
し
た
上
、
多
く

の
住
民
が
移
り
住
ん
だ
仮
設
住
宅

の
大
半
は
駅
に
ア
ク
セ
ス
し
づ
ら

い
場
所
に
あ
る
。
地
域
の
人
た
ち

に
再
び
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
る
た
め
に
は
、
今
後
、
各
市
町

村
で
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
確
定
し
、

住
宅
が
建
て
ら
れ
、
地
域
住
民
が

戻
っ
て
く
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
三
陸
鉄
道

が
全
線
復
旧
を
果
た
し
た
後
も
、

し
ば
ら
く
は
被
災
地
域
の
人
々
が

使
い
や
す
い
と
は
言
え
な
い
状
況

が
続
く
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
全
国
の
ロ
ー
カ
ル
線

の
多
く
が
震
災
前
か
ら
単
独
収
支

で
は
赤
字
だ
。
本
業
の
輸
送
で
必

要
な
収
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
た

だ
で
さ
え
難
し
く
、
今
回
の
震
災

で
被
災
し
た
地
域
を
走
る
路
線
は

そ
れ
に
拍
車
が
か
か
っ
た
か
た
ち

に
な
る
。
し
か
し
、
赤
字
だ
か
ら

と
い
っ
て
短
絡
的
に
廃
止
す
る
と

挑
む
三
陸
鉄
道

地
域
復
興
の
旗
振
り
役
と
し
て

交
流
人
口
の
増
加
に
取
り
組
む

送
も
特
に
難
し
い
。

　

と
は
い
え
、
そ
の
ま
ま
赤
字
を

重
ね
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
。
三
陸
鉄
道
の
望
月
社
長

は
「
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
」
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

三
陸
鉄
道
が
す
で
に
実
施
し
て
い

る
施
策
と
し
て
は
、
例
え
ば
学
生

を
中
心
と
し
た
団
体
の
教
育
旅
行

を
受
け
入
れ
る
「
震
災
学
習
列

車
」
や
、
企
業
の
視
察
を
ア
レ
ン

ジ
す
る
「
被
災
地
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ

ン
研
修
」
が
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、

行
政
や
Ｊ
Ｒ
と
共
同
し
て
、
地
域

紹
介
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
取
り

組
む
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
地

域
の
交
流
人
口
が
増
え
れ
ば
、
三

陸
鉄
道
と
し
て
の
収
益
が
増
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
促
し
、
地
域
復
興
を
後

ろ
支
え
す
る
だ
ろ
う
。

　

望
月
社
長
は
、
こ
の
苦
し
い
状
況

を
乗
り
越
え
る
意
義
を
「
街
が
も

う
一
度
で
き
た
と
き
に
、
三
陸
鉄
道

が
な
け
れ
ば
生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い

人
が
出
て
き
て
し
ま
う
」
と
話
す
。

「
街
」
が
先
か

「
足
」
が
先
か

…
…
。
三
陸
鉄

道
と
い
う
公
共
の

「
足
」
と
、
人

が
集
ま
る
中
心

地
と
し
て
の
駅

が
あ
り
、
さ
ら

に
そ
こ
が
外
部

と
の
交
流
起
点

と
な
る
こ
と
が
、

街
の
復
興
の
力

に
な
る
と
い
う

強
い
信
念
が
そ

こ
に
あ
る
。

J
R
岩
泉
線

J
R
山
田
線

久慈久慈

宮古宮古

釡石釡石
平田平田

陸中宇部陸中宇部

陸中野田陸中野田
野田玉川野田玉川

堀内堀内
白井海岸白井海岸

替代替代

田野畑田野畑
鳥越鳥越

小本小本

摂待摂待

田老田老

佐羽根佐羽根

山口団地駅山口団地駅
一の渡一の渡

JR山田線

JR釡石線

田野畑～小本間不通
2014年4月再開予定

南リアス線

北リアス線

三陸鉄道「震災学習列車」パンフレットを元に作成

移動しながら車内にて震災・防災について
学ぶ。自然の猛威、命の大切さ、人と人の
つながりなどを考える教育旅行に。

①三陸鉄道社員による「震災語り部」／１万5000円
②沿線住民による「津波語り部」／１万5000円　

目 的

久慈―田野畑間（所要約１時間）運 行
区 間

車両貸切運賃 ３万５000 円（１両あたり）
※座席数 40 ～ 57、最大編成４両料 金

車内放送により、震災などについて案内。
被災状況が見える場所で一旦停止または
徐行運転

内 容

オプションプログラム

③三鉄ヘッドマークづくり体験 
（列車の先頭部に掲げる飾りにメッセージやイラストを
描いてもらい、乗車する列車に取り付けて運行する）
／３万円

その他、自然体験プログラムなど各種教育旅行の
コーディネート

三陸鉄道の取り組み事例

「震災学習列車」
は
で
き
な
い
理
由

は
、
ロ
ー
カ
ル
線

が
持
つ
公
共
性
に

あ
る
。
ロ
ー
カ
ル

線
は
、
通
学
生

や
高
齢
者
な
ど

の
交
通
弱
者
を

支
え
る
地
域
の

足
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
。

特
に
北
リ
ア
ス
線

の
走
る
三
陸
海

岸
は
、
地
形
の

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

激
し
く
、
雪
が

積
も
る
と
車
の

運
転
が
危
ぶ
ま

れ
る
た
め
、
バ
ス

な
ど
へ
の
代
替
輸

三陸鉄道株式会社の望月正彦社長。
宮古駅の駅舎前にて

宮古駅で降車する人たち。過酷な環境の北リアス地域では大事な移動手段だ
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花
さ
ん
は
、
こ
の
１
年
半
で
１

6
０
往
復
す
る
過
程
で
、
約
9

０
０
人
を
現
地
に
連
れ
て
い
っ

た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ブ
ロ
グ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
の
ツ
ー
ル
は
利
用
し
て
い
る

し
、
ロ
ゴ
や
コ
ピ
ー
は
有
名
な

ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
制
作
し
て
も

ら
っ
た
。
し
か
し
「
被
災
地
の

現
状
は
、
感
じ
て
も
ら
う
の
が

一
番
。
興
味
を
示
し
た
人
に
は
、

ま
ず
現
地
を
目
の
当
た
り
に
し

て
も
ら
う
方
が
い
い
」
と
立
花

さ
ん
は
言
う
。

　
現
地
に
は
豪
華
な
料
理
も
宿

泊
施
設
も
な
い
が
、
来
訪
者
の

多
く
は
「
雄
勝
の
フ
ァ
ン
」
に

な
る
。
理
由
は
、
”
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
“の
提
供
に
あ
る
。

「
漁
業
体
験
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

自
ら
釣
っ
た
魚
を
朝
ご
飯
に
す

る
、
裏
山
で
山
菜
を
採
っ
て
お

昼
ご
飯
を
つ
く
る
、
近
く
の
山

に
登
る
、
星
を
見
な
が
ら
お
風

呂
に
入
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
良
さ
や
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を 

”考
え
る
“の
で
は
な

く
”感
じ
て
“も
ら
う
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
」。

　「
そ
だ
て
の
住
人
」
と
の
関

係
性
を
維
持
す
る
た
め
、
イ
ベ

ン
ト
は
毎
月
実

施
。「
初
日
の

出
」
や
「
花

見
」
な
ど
季
節

の
行
事
は
す
べ

て
イ
ベ
ン
ト
に
し
、

人
が
集
ま
る
場

を
作
る
。
さ
ら

に
ビ
ジ
ョ
ン
を

「
そ
だ
て
の
住

人
」
に
も
提
示
し
、
生
産
者
と

消
費
者
と
い
う
関
係
を
超
え
た

一
体
感
を
も
醸
成
し
て
い
る
。

「
情
報
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

想
い
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
。

相
手
の
心
に
、
後
に
花
と
な
る

種
を
植
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が

ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」。

資
金
を
再
建
お

よ
び
会
社
の
運

営
資
金
に
充
て

る
。
６
月
末
の

段
階
で
、
約
１

７
０
０
人
か
ら

義
援
金
を
含
め

４
２
０
０
万
円

を
集
め
た
。

　
事
業
成
功
の

鍵
は
、「
そ
だ
て

の
住
人
」
を
増

や
し
交
流
人
口

を
拡
大
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め

雄
勝
の
魅
力
や

制
度
の
意
義
を

伝
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、

発
起
人
の
ひ
と

り
で
あ
る
立
花

貴
さ
ん
は
、
ネ
ッ

ト
や
チ
ラ
シ
よ
り

「
現
地
を
見
て
も

ら
う
こ
と
」
に

こ
だ
わ
る
。
家
族
の
住
む
東
京

か
ら
定
期
的
に
雄
勝
に
通
う
立

　「
オ
ー
ガ
ッ
ツ
」
は
宮
城
県
石

巻
市
雄
勝
町
の
漁
業
再
建
を
目

指
し
、
地
元
の
漁
師
た
ち
が
立

ち
上
げ
た
会
社
だ
。
１
口
１
万

円
で
牡
蠣
な
ど
を
予
約
販
売
し
、

購
入
し
た
消
費
者
と
共
に
漁
業

と
町
を
育
て
る
「
そ
だ
て
の
住

人
」
制
度
を
開
始
、
集
ま
っ
た

気
づ
き
ま
し
た
」。

　
結
果
、
放
射
能
検
査
の
委
託

機
関
を
増
や
し
、
さ
ら
に
安
全

性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
体
制
を

確
立
。
ま
た
地
元
漁
師
と
の
勉

強
会
を
発
足
さ
せ
、
ワ
カ
メ
の

栄
養
価
や
美
味
し
い
食
べ
方
を

勉
強
し
発
信
し
て
い
る
と
い
う
。

　
７
月
か
ら
、
都
内
の
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン

「
渋
谷
村
や
さ
い
食
堂
」
に
ワ

カ
メ
を
卸
す
試
み
を
始
め
た
。

同
店
舗
を
運
営
す
る
ウ
ィ
ル
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
と
っ
て
も
生
産

者
か
ら
の
直
接
仕
入
れ
は
初
め

て
で
、
取
引
を
き
っ
か
け
に

「
ワ
カ
メ
本
来
の
姿
」
を
知
っ
た

と
い
う
。

　「
ワ
カ
メ
は
、
通
常
乾
燥
し

た
状
態
で
流
通
し
ま
す
。
ま
た

生
の
ワ
カ
メ
を
塩
漬
保
存
し
た

『
塩
蔵
ワ
カ
メ
』
で
あ
っ
て
も
、

グ
ラ
ム
換
算
で
取
引
さ
れ
る
せ

い
か
、
塩
が
た
っ
ぷ
り
盛
っ
て
あ

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
で
も
直

接
仕
入
れ
た
ワ
カ
メ
に
は
必
要

最
低
限
の
塩
し
か
使
わ
れ
て
い

な
い
し
、
色
も
歯
ご
た
え
も
全

然
違
う
。
私
た
ち
の
役
割

は
”食
材
本
来
の
姿
“を
伝
え

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
」。

（
ウ
ィ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
取

締
役
　
横
川
毅
さ
ん
）

　
現
在
阿
部
さ
ん
は
、
浜
の
ワ

カ
メ
を
直
接
消
費
者
に
届
け
る

「wakam
o

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
ワ
カ

メ
の
品
質
や
放
射
能
検
査
の
結

果
を
発
信
す
る
と
同
時
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
ワ
カ
メ
を
模
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
製
作
、

親
し
み
や
す
さ
を
出
す

工
夫
も
し
て
い
る
。

「
消
費
者
と
の
触
れ
合
い

に
よ
っ
て
、”い
い
変
化
“が

た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
漁
師
の
仕

事
に
は
”朝
が
早
い
“

”
儲
か
ら
な
い
“な
ど
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
つ
き

ま
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
自
ら
が
楽
し
ん
で

働
き
、
”
漁
師
は
楽
し
い
仕
事

“だ
と
い
う
こ
と
も
合
わ
せ
て
伝

え
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」。

　
味
噌
汁
に
し
ば
ら
く
入
れ
て

も
歯
ご
た
え
を
感
じ
る
”
筋
肉

質
“な
ワ
カ
メ
。
外
洋
で
育
つ

宮
城
県
石
巻
市
十
三
浜
の
ワ
カ

メ
は
、
そ
の
品
質
か
ら
震
災
前
、

県
内
最
高
値
を
つ
け
て
い
た
と

い
う
。
十
三
浜
は
８
割
が
漁
業

で
生
計
を
立
て
る
「
漁
師
町
」

だ
が
、
１
５
０
人
の
漁
師
の
う

ち
２
０
代
は
６
人
と
、
後
継
者

問
題
を
抱
え
て
い
た
。

　
津
波
被
害
を
受
け
た
漁
師
た

ち
は
震
災
後
、「
早
く
元
に
戻

さ
ね
ば
」
と
口
に
し
た
が
、
２０

代
の
阿
部
勝
太
さ
ん
は
「
変

化
」
が
必
要
と
感
じ
た
。
ひ
と

つ
の
取
組
み
と
し
て
、「
三
陸
ワ

カ
メ
」
と
一
括
り
に
さ
れ
て
き

た
十
三
浜
の
ワ
カ
メ
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
べ
く
、
イ
ベ
ン
ト
等
で

直
接
消
費
者
に
提
供
し
た
と
こ

ろ
、
十
三
浜
の
認
知
向
上
に
加

え
て
自
ら
の
変
化
に
も
つ
な
が
っ

た
。

　「
”ワ
カ
メ
は
な
ぜ
体
に
い
い

の
？
“と
い
う
質
問
に
も
上
手
く

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
消
費

者
の
放
射
能
に
対
す
る
不
安
は
、

生
産
者
が
想
像
す
る
以
上
に
強

い
こ
と
を
知
っ
た
。
消
費
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
震
災
前
に
行
っ

て
い
た
ワ
カ
メ
漁
は
”
も
の
づ
く

り
“で
は
な
く
”作
業
“だ
っ
た
と

「東北に行こう」「東北の食を楽しもう」と東北支援に湧いた2011年とは異なり、
例えば食材ひとつとっても「新鮮な魚です」「安心・安全です」といったアピールだけで消費者の関心を惹くことは難しくなってきている。
東北に対する“好意的な目 ”が薄れつつあるいま、被災企業は一体何を発信すべきか。２つの団体の事例、及び専門家の意見をもとに考察した。

事例に学ぶ情報発信のコツと展望
いま、何を伝えるべきか。

専門家に聞く情報発信のコツ

被災地からの
情報発信を
考える

特集

〝
言
葉
よ
り
体
験
〞

震
災
後
８
０
０
人
を

雄
勝
に

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

通
じ
て

〝
感
じ
て
〞
も
ら
う

震
災
前
の

も
の
づ
く
り
は

〝
作
業
〞
だ
っ
た

飲
食
業
者
の
役
割
は

食
材
本
来
の
姿
を

伝
え
る
こ
と

【オーガッツの活動ステップ】

【東の食の会　ビジネスモデルの図】

「そだての住人」との花見会 「そだての住人」と地域の漁師を交えた夕食

ウィルプランニング横川毅さん（左）と
wakamo の阿部勝太さん。「東京でワカメを販
売していると、若い人が写真を撮ってツイッター
で広げてくれたりします。若い人がワカメに興味
を持ってくれるなんて、震災前は考えてもいませ
んでした」（阿部さん）

wakamoで販売している
十三浜のワカメセット

消費者との
交流で見えた
“自らが
伝えるべきこと”

事例２

阿部勝太さん

wakamo　
理事・営業部長／
漁業生産組合　浜人

アクティビティを
通じた発信が
人を巻き込む
カギ

事例 1

立花 貴さん
株式会社ＯＨ！ガッツ

地域に根ざした団体や企業でも、
広く情報発信をする必要はありますか。
また何から始めるべきでしょうか。

Q
「どう伝えるか（How）」ではなく
「何を伝えるか（What）」を考えてみてはA

「伝えるコツ」の一部をご紹介します

例❶ 　情報の量を整理しよう
　取引先や知人と話したあと、「結局、何が言いたいの？」と聞か
れたことはありませんか。伝えたい気持ちが強いほど色んなことを
話してしまいますが、かえって伝わりづらくなるものです。
　文章も同じです。あなたの企業や団体のチラシやパンフレット
は、小さな文字で埋まっていませんか。これでは読む前にうんざ
りしてしまいます。一番言いたいことだけに絞り、思い切って情報
量や文量を減らしてみてください。まずは手にとった人に「読みた
い」と思ってもらうことが先決です。

例❷　トーン＆マナーを意識しよう
　話し方は人それぞれ。情熱的に熱っぽく話す人、論理的に淡々と
語る人など、話し方には人格が表れます。
　文章も同じです。文章の人格を、「トーン（調子）」と「マナー
（態度、物腰）」を略して「トンマナ」といいます。事実をもとに
したロジカルな文章、思いを込めた情熱的な文章など・・・どれを
使うかは自由ですが、団体や企業の「人格」に沿った文体を選びま
しょう。

2年目 みんなでモデルを作る

3年目 日本のモデルになる

4年目 世界に知ってもらう

5年目 世界のモデルになる

１年目 みんなに知ってもらう

放射能対策として検査報告書等で
「安全」をアピールしていますが、
消費者の不安は消えません。
他にどのような情報を発信すべきでしょうか。

Q
消費者の２５％は「被災地を応援したい」
「安全」に加えて企業の
「ストーリー」を語ってほしい
A

【東の食の会　ビジネスモデルの図】

　震災から１年は、多くの企業や団体
が「復旧活動」に追われていました。
でも復興フェーズに入った今年以降、
活動を続けるには行政や支援者等と
の対話が必要になります。つまり、「伝
える」ための情報発信の必要は増し
ていくと考えられます。
　「情報発信」「コミュニケーション」
というと大げさに聞こえるかもしれ
ませんが、スタイリッシュなサイトや
チラシにこだわったり、全国に向けた
大々的な発信をする必要はありませ
ん。どのように伝えるか（How）では
なく、「私たちは何者なのか」「何をし
たいのか」という「What」を考え抜く
ことが大事だからです。
　例えば、めまぐるしい変化に対応し
た結果、震災直後に比べて活動内容
が変化した団体もあるでしょう。本
格的な復興フェーズに入るいま、メン

バー全員でいま一度「What」を考え
てはどうでしょう。電通が社会貢献活
動としてNPO向けに実施しているセ
ミナー「伝えるコツ」では、他の団体
と一緒にワークショップを行いますの
で、自分たちの立ち位置がくっきり見

える効果もあります。
　5月にセミナーを実施したあと、石
巻では情報発信が盛んになりまし
た。取材を誘致するためのプレスリ
リースを発信する「プレスリリースブー
ム」が起こったんですよ。

株式会社電通
第3CRP局
後藤彰久さん
プラットフォーム・ビジネス局
阿部睦美さん
プロモーション事業局
坂本陽児さん

お答え頂いた方

　「安全」をアピールすることはとても
大事なことです。でも、検査報告書等を
公表しても、消費者の不安を全て払拭
することは難しいでしょう。ですから私
は、必ずしも消費者全員に理解を求め
ようとしないことが大事と考えます。
　大手経営コンサルティングファー
ムのマッキンゼー・アンド・カンパニー
は、東北の食に対する消費者の意識
を「安全第一主義」「合理的判断」「被
災地応援」「価格至上主義」の４つの
セグメントに分けています。去年11月
に行った調査によると、被災地の産品
の購入を避けたいという「安全第一主
義」セグメントが約25%に上ったもの
の、被災地の産品を積極的に購入し
たいと考える「被災地応援」セグメン
トも約25%存在しました。ですから、ま
ずは安心・安全への取組みを盤石に
しつつ、「被災地を応援したい」と考え
る25％に商品を提供するのがよいと

思います。
　東の食の会の会員でECサイトを運
営する「Oisix」ではこれまで、震災前
に冷凍保存し津波を逃れた「復興枝
豆」、津波から奇跡的に回収された秘
伝のタレを使った「金のさんま」等を
販売し、すぐに売り切れました。おそら
く「被災地を応援したい」という25%
の方々に、商品の背景にある「ストー
リー」が伝わったからだと考えます。
　ストーリーの発信は、「合理的判
断」セグメントにも有効だと考えます。

商品や食材の品質に加え、生産者の
思いや商品の開発秘話などの「ストー
リー」が商品の付加価値につながり、
購入のきっかけになるからです。現在
「東の食の会」では、「東北６県ROLL」
プロジェクトを実施しています。有名
シェフが東北の食材を使ったレシピ
を提供するという「面白さ」を前面に
出しながら、生産者のこだわりや思い
を伝えるプロジェクトです。より多くの
消費者に東北の素晴らしさを伝える
べく、私たちも頑張ります。

オイシックス株式会社
海外事業部長

高橋大就さん
企業や飲食店とのマッチング等を通
じて、被災した生産者や食品加工業
者等を支援する「東の食の会」の事
務局代表。

お答え頂いた方

十三ケ浜の地図

石巻市
中心部

十三浜
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花
さ
ん
は
、
こ
の
１
年
半
で
１

6
０
往
復
す
る
過
程
で
、
約
9

０
０
人
を
現
地
に
連
れ
て
い
っ

た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ブ
ロ
グ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な

ど
の
ツ
ー
ル
は
利
用
し
て
い
る

し
、
ロ
ゴ
や
コ
ピ
ー
は
有
名
な

ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
制
作
し
て
も

ら
っ
た
。
し
か
し
「
被
災
地
の

現
状
は
、
感
じ
て
も
ら
う
の
が

一
番
。
興
味
を
示
し
た
人
に
は
、

ま
ず
現
地
を
目
の
当
た
り
に
し

て
も
ら
う
方
が
い
い
」
と
立
花

さ
ん
は
言
う
。

　
現
地
に
は
豪
華
な
料
理
も
宿

泊
施
設
も
な
い
が
、
来
訪
者
の

多
く
は
「
雄
勝
の
フ
ァ
ン
」
に

な
る
。
理
由
は
、
”
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
“の
提
供
に
あ
る
。

「
漁
業
体
験
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

自
ら
釣
っ
た
魚
を
朝
ご
飯
に
す

る
、
裏
山
で
山
菜
を
採
っ
て
お

昼
ご
飯
を
つ
く
る
、
近
く
の
山

に
登
る
、
星
を
見
な
が
ら
お
風

呂
に
入
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

地
域
の
良
さ
や
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を 

”考
え
る
“の
で
は
な

く
”感
じ
て
“も
ら
う
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
」。

　「
そ
だ
て
の
住
人
」
と
の
関

係
性
を
維
持
す
る
た
め
、
イ
ベ

ン
ト
は
毎
月
実

施
。「
初
日
の

出
」
や
「
花

見
」
な
ど
季
節

の
行
事
は
す
べ

て
イ
ベ
ン
ト
に
し
、

人
が
集
ま
る
場

を
作
る
。
さ
ら

に
ビ
ジ
ョ
ン
を

「
そ
だ
て
の
住

人
」
に
も
提
示
し
、
生
産
者
と

消
費
者
と
い
う
関
係
を
超
え
た

一
体
感
を
も
醸
成
し
て
い
る
。

「
情
報
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

想
い
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要
。

相
手
の
心
に
、
後
に
花
と
な
る

種
を
植
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が

ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」。

資
金
を
再
建
お

よ
び
会
社
の
運

営
資
金
に
充
て

る
。
６
月
末
の

段
階
で
、
約
１

７
０
０
人
か
ら

義
援
金
を
含
め

４
２
０
０
万
円

を
集
め
た
。

　
事
業
成
功
の

鍵
は
、「
そ
だ
て

の
住
人
」
を
増

や
し
交
流
人
口

を
拡
大
す
る
こ

と
。
そ
の
た
め

雄
勝
の
魅
力
や

制
度
の
意
義
を

伝
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、

発
起
人
の
ひ
と

り
で
あ
る
立
花

貴
さ
ん
は
、
ネ
ッ

ト
や
チ
ラ
シ
よ
り

「
現
地
を
見
て
も

ら
う
こ
と
」
に

こ
だ
わ
る
。
家
族
の
住
む
東
京

か
ら
定
期
的
に
雄
勝
に
通
う
立

　「
オ
ー
ガ
ッ
ツ
」
は
宮
城
県
石

巻
市
雄
勝
町
の
漁
業
再
建
を
目

指
し
、
地
元
の
漁
師
た
ち
が
立

ち
上
げ
た
会
社
だ
。
１
口
１
万

円
で
牡
蠣
な
ど
を
予
約
販
売
し
、

購
入
し
た
消
費
者
と
共
に
漁
業

と
町
を
育
て
る
「
そ
だ
て
の
住

人
」
制
度
を
開
始
、
集
ま
っ
た

気
づ
き
ま
し
た
」。

　
結
果
、
放
射
能
検
査
の
委
託

機
関
を
増
や
し
、
さ
ら
に
安
全

性
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
体
制
を

確
立
。
ま
た
地
元
漁
師
と
の
勉

強
会
を
発
足
さ
せ
、
ワ
カ
メ
の

栄
養
価
や
美
味
し
い
食
べ
方
を

勉
強
し
発
信
し
て
い
る
と
い
う
。

　
７
月
か
ら
、
都
内
の
ベ
ジ
タ

リ
ア
ン
フ
ー
ド
レ
ス
ト
ラ
ン

「
渋
谷
村
や
さ
い
食
堂
」
に
ワ

カ
メ
を
卸
す
試
み
を
始
め
た
。

同
店
舗
を
運
営
す
る
ウ
ィ
ル
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
に
と
っ
て
も
生
産

者
か
ら
の
直
接
仕
入
れ
は
初
め

て
で
、
取
引
を
き
っ
か
け
に

「
ワ
カ
メ
本
来
の
姿
」
を
知
っ
た

と
い
う
。

　「
ワ
カ
メ
は
、
通
常
乾
燥
し

た
状
態
で
流
通
し
ま
す
。
ま
た

生
の
ワ
カ
メ
を
塩
漬
保
存
し
た

『
塩
蔵
ワ
カ
メ
』
で
あ
っ
て
も
、

グ
ラ
ム
換
算
で
取
引
さ
れ
る
せ

い
か
、
塩
が
た
っ
ぷ
り
盛
っ
て
あ

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
で
も
直

接
仕
入
れ
た
ワ
カ
メ
に
は
必
要

最
低
限
の
塩
し
か
使
わ
れ
て
い

な
い
し
、
色
も
歯
ご
た
え
も
全

然
違
う
。
私
た
ち
の
役
割

は
”食
材
本
来
の
姿
“を
伝
え

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
」。

（
ウ
ィ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代
表
取

締
役
　
横
川
毅
さ
ん
）

　
現
在
阿
部
さ
ん
は
、
浜
の
ワ

カ
メ
を
直
接
消
費
者
に
届
け
る

「wakam
o

」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
ワ
カ

メ
の
品
質
や
放
射
能
検
査
の
結

果
を
発
信
す
る
と
同
時
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
ワ
カ
メ
を
模
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
製
作
、

親
し
み
や
す
さ
を
出
す

工
夫
も
し
て
い
る
。

「
消
費
者
と
の
触
れ
合
い

に
よ
っ
て
、”い
い
変
化
“が

た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
漁
師
の
仕

事
に
は
”朝
が
早
い
“

”
儲
か
ら
な
い
“な
ど
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象
が
つ
き

ま
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
自
ら
が
楽
し
ん
で

働
き
、
”
漁
師
は
楽
し
い
仕
事

“だ
と
い
う
こ
と
も
合
わ
せ
て
伝

え
て
い
け
た
ら
い
い
で
す
ね
」。

　
味
噌
汁
に
し
ば
ら
く
入
れ
て

も
歯
ご
た
え
を
感
じ
る
”
筋
肉

質
“な
ワ
カ
メ
。
外
洋
で
育
つ

宮
城
県
石
巻
市
十
三
浜
の
ワ
カ

メ
は
、
そ
の
品
質
か
ら
震
災
前
、

県
内
最
高
値
を
つ
け
て
い
た
と

い
う
。
十
三
浜
は
８
割
が
漁
業

で
生
計
を
立
て
る
「
漁
師
町
」

だ
が
、
１
５
０
人
の
漁
師
の
う

ち
２
０
代
は
６
人
と
、
後
継
者

問
題
を
抱
え
て
い
た
。

　
津
波
被
害
を
受
け
た
漁
師
た

ち
は
震
災
後
、「
早
く
元
に
戻

さ
ね
ば
」
と
口
に
し
た
が
、
２０

代
の
阿
部
勝
太
さ
ん
は
「
変

化
」
が
必
要
と
感
じ
た
。
ひ
と

つ
の
取
組
み
と
し
て
、「
三
陸
ワ

カ
メ
」
と
一
括
り
に
さ
れ
て
き

た
十
三
浜
の
ワ
カ
メ
を
ブ
ラ
ン

ド
化
す
べ
く
、
イ
ベ
ン
ト
等
で

直
接
消
費
者
に
提
供
し
た
と
こ

ろ
、
十
三
浜
の
認
知
向
上
に
加

え
て
自
ら
の
変
化
に
も
つ
な
が
っ

た
。

　「
”ワ
カ
メ
は
な
ぜ
体
に
い
い

の
？
“と
い
う
質
問
に
も
上
手
く

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
消
費

者
の
放
射
能
に
対
す
る
不
安
は
、

生
産
者
が
想
像
す
る
以
上
に
強

い
こ
と
を
知
っ
た
。
消
費
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
、
震
災
前
に
行
っ

て
い
た
ワ
カ
メ
漁
は
”
も
の
づ
く

り
“で
は
な
く
”作
業
“だ
っ
た
と

「東北に行こう」「東北の食を楽しもう」と東北支援に湧いた2011年とは異なり、
例えば食材ひとつとっても「新鮮な魚です」「安心・安全です」といったアピールだけで消費者の関心を惹くことは難しくなってきている。
東北に対する“好意的な目 ”が薄れつつあるいま、被災企業は一体何を発信すべきか。２つの団体の事例、及び専門家の意見をもとに考察した。

事例に学ぶ情報発信のコツと展望
いま、何を伝えるべきか。

専門家に聞く情報発信のコツ

被災地からの
情報発信を
考える

特集

〝
言
葉
よ
り
体
験
〞

震
災
後
８
０
０
人
を

雄
勝
に

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

通
じ
て

〝
感
じ
て
〞
も
ら
う

震
災
前
の

も
の
づ
く
り
は

〝
作
業
〞
だ
っ
た

飲
食
業
者
の
役
割
は

食
材
本
来
の
姿
を

伝
え
る
こ
と

【オーガッツの活動ステップ】

【東の食の会　ビジネスモデルの図】

「そだての住人」との花見会 「そだての住人」と地域の漁師を交えた夕食

ウィルプランニング横川毅さん（左）と
wakamo の阿部勝太さん。「東京でワカメを販
売していると、若い人が写真を撮ってツイッター
で広げてくれたりします。若い人がワカメに興味
を持ってくれるなんて、震災前は考えてもいませ
んでした」（阿部さん）

wakamoで販売している
十三浜のワカメセット

消費者との
交流で見えた
“自らが
伝えるべきこと”

事例２

阿部勝太さん

wakamo　
理事・営業部長／
漁業生産組合　浜人

アクティビティを
通じた発信が
人を巻き込む
カギ

事例 1

立花 貴さん
株式会社ＯＨ！ガッツ

地域に根ざした団体や企業でも、
広く情報発信をする必要はありますか。
また何から始めるべきでしょうか。

Q
「どう伝えるか（How）」ではなく
「何を伝えるか（What）」を考えてみてはA

「伝えるコツ」の一部をご紹介します

例❶ 　情報の量を整理しよう
　取引先や知人と話したあと、「結局、何が言いたいの？」と聞か
れたことはありませんか。伝えたい気持ちが強いほど色んなことを
話してしまいますが、かえって伝わりづらくなるものです。
　文章も同じです。あなたの企業や団体のチラシやパンフレット
は、小さな文字で埋まっていませんか。これでは読む前にうんざ
りしてしまいます。一番言いたいことだけに絞り、思い切って情報
量や文量を減らしてみてください。まずは手にとった人に「読みた
い」と思ってもらうことが先決です。

例❷　トーン＆マナーを意識しよう
　話し方は人それぞれ。情熱的に熱っぽく話す人、論理的に淡々と
語る人など、話し方には人格が表れます。
　文章も同じです。文章の人格を、「トーン（調子）」と「マナー
（態度、物腰）」を略して「トンマナ」といいます。事実をもとに
したロジカルな文章、思いを込めた情熱的な文章など・・・どれを
使うかは自由ですが、団体や企業の「人格」に沿った文体を選びま
しょう。

2年目 みんなでモデルを作る

3年目 日本のモデルになる

4年目 世界に知ってもらう

5年目 世界のモデルになる

１年目 みんなに知ってもらう

放射能対策として検査報告書等で
「安全」をアピールしていますが、
消費者の不安は消えません。
他にどのような情報を発信すべきでしょうか。

Q
消費者の２５％は「被災地を応援したい」
「安全」に加えて企業の
「ストーリー」を語ってほしい
A

【東の食の会　ビジネスモデルの図】

　震災から１年は、多くの企業や団体
が「復旧活動」に追われていました。
でも復興フェーズに入った今年以降、
活動を続けるには行政や支援者等と
の対話が必要になります。つまり、「伝
える」ための情報発信の必要は増し
ていくと考えられます。
　「情報発信」「コミュニケーション」
というと大げさに聞こえるかもしれ
ませんが、スタイリッシュなサイトや
チラシにこだわったり、全国に向けた
大々的な発信をする必要はありませ
ん。どのように伝えるか（How）では
なく、「私たちは何者なのか」「何をし
たいのか」という「What」を考え抜く
ことが大事だからです。
　例えば、めまぐるしい変化に対応し
た結果、震災直後に比べて活動内容
が変化した団体もあるでしょう。本
格的な復興フェーズに入るいま、メン

バー全員でいま一度「What」を考え
てはどうでしょう。電通が社会貢献活
動としてNPO向けに実施しているセ
ミナー「伝えるコツ」では、他の団体
と一緒にワークショップを行いますの
で、自分たちの立ち位置がくっきり見

える効果もあります。
　5月にセミナーを実施したあと、石
巻では情報発信が盛んになりまし
た。取材を誘致するためのプレスリ
リースを発信する「プレスリリースブー
ム」が起こったんですよ。

株式会社電通
第3CRP局
後藤彰久さん
プラットフォーム・ビジネス局
阿部睦美さん
プロモーション事業局
坂本陽児さん

お答え頂いた方

　「安全」をアピールすることはとても
大事なことです。でも、検査報告書等を
公表しても、消費者の不安を全て払拭
することは難しいでしょう。ですから私
は、必ずしも消費者全員に理解を求め
ようとしないことが大事と考えます。
　大手経営コンサルティングファー
ムのマッキンゼー・アンド・カンパニー
は、東北の食に対する消費者の意識
を「安全第一主義」「合理的判断」「被
災地応援」「価格至上主義」の４つの
セグメントに分けています。去年11月
に行った調査によると、被災地の産品
の購入を避けたいという「安全第一主
義」セグメントが約25%に上ったもの
の、被災地の産品を積極的に購入し
たいと考える「被災地応援」セグメン
トも約25%存在しました。ですから、ま
ずは安心・安全への取組みを盤石に
しつつ、「被災地を応援したい」と考え
る25％に商品を提供するのがよいと

思います。
　東の食の会の会員でECサイトを運
営する「Oisix」ではこれまで、震災前
に冷凍保存し津波を逃れた「復興枝
豆」、津波から奇跡的に回収された秘
伝のタレを使った「金のさんま」等を
販売し、すぐに売り切れました。おそら
く「被災地を応援したい」という25%
の方々に、商品の背景にある「ストー
リー」が伝わったからだと考えます。
　ストーリーの発信は、「合理的判
断」セグメントにも有効だと考えます。

商品や食材の品質に加え、生産者の
思いや商品の開発秘話などの「ストー
リー」が商品の付加価値につながり、
購入のきっかけになるからです。現在
「東の食の会」では、「東北６県ROLL」
プロジェクトを実施しています。有名
シェフが東北の食材を使ったレシピ
を提供するという「面白さ」を前面に
出しながら、生産者のこだわりや思い
を伝えるプロジェクトです。より多くの
消費者に東北の素晴らしさを伝える
べく、私たちも頑張ります。

オイシックス株式会社
海外事業部長

高橋大就さん
企業や飲食店とのマッチング等を通
じて、被災した生産者や食品加工業
者等を支援する「東の食の会」の事
務局代表。

お答え頂いた方

十三ケ浜の地図

石巻市
中心部

十三浜
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を作っていた蔵元からのれん分けを受け
て創業。戊辰戦争の時には、矢吹に本陣
を構えた奥羽越列藩度同盟側に酒を振る
舞った歴史を持つ。
　それが震災で大小14棟あった蔵の5
棟が全壊。その他の蔵も半壊等の被害を
受けた。寒造りの大木代吉では、3月は酒
造りの終盤。貯蔵タンクにある日本酒を救
い出さなければいけなかった。雄太さん
は、地震後、傾いたタンクの隙間を這うよ
うに蔵に入った。タンクに付いている酒を
出し入れするノミが使えず、タンクの上の
開口部からポンプを使って安全なタンクに
移し替えた。このやり方では時間がかかる。
「蔵が崩れてくるかもしれない」思いに駆
られながらも、タンクからゆるやかに吸い
上げられる日本酒を見つめていた。
　大木代吉が作る日本酒は種類が豊富だ
が、雄太さんが心がけているのは「普段

　蔵の入り口に立つと強い発酵が薫り、
息を吸い込むとむせかえりそうになる。
「いらっしゃる方は皆、そうおっしゃるので
すが、私たちは慣れてしまっているせい
か……」と酒蔵・大木代吉本店の大木雄
太さんは笑う。メガネの奥の穏やかな目
元が細くなり、口元が広がる。親しさを感
じる優しい笑い方をする人だ。
　しんと静かな蔵の中。150 年近く吸い込
んできた日本酒の香が土蔵から漂ってい
る。ただ、普段と違うのは蔵の中ががらん
どうなこと。蔵の中の柱にはワイヤーによ
る補強がされている。
　今年の酒造りが終わった初夏の6月に、
中にあった貯蔵タンク等を移したのだ。10
月下旬から始まる寒づくりに向けて被災し
た蔵たちの修復・解体をするために。
　福島県西白河郡の矢吹にある大木代吉
は、1865 年（慶應元年）に味噌や醤油

飲み」できる日本酒。
　「芳醇」と表現されるフルーティーな種
類は苦手だと雄太さんは笑う。フルー
ティーな日本酒は、ハレ日には好まれる
が、日常的に飲むには我が強い。「普段
のみ」に合うのは、毎日の料理を引き立
て、ほっとさせる濃醇な口当たりだ。
　年間の出荷量は1600 石、一升瓶に換
算して16万本規模の造り酒屋。その
「濃醇」を好むファンが全国にいる。「我
が子を育てるように」と比喩されるほどに、
手間暇かける日本酒造りだが、大木代吉
に期待してくれる人たちのためにも、良質
な日本酒を造り続ける使命を持っている。

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

「
１
５
０
年
の
歴
史
を
持
つ

  

老
舗
の
造
り
酒
屋
」

 

大
木
代
吉 （
だ
い
き
ち
） 本
店

［7］写
真
・
文
＝
岐
部
淳
一
郎

福島

矢吹

相馬

南相馬

郡山

白河市

会津若松

いわき

JR 矢吹駅より徒歩 3分
〒 969-0213 福島県西白河郡矢吹町本町９　TEL：0248-42-2161
ＷＥＢ上で個人から資金を募る「セキュリテ被災地応援ファンド」
で蔵の修繕費等を募っている。

【DATA】
大木代吉本店  直小売部
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住
ま
せ
て
下
さ
い
。
お
願
い
し

ま
す
」(

五
十
嵐
サ
ト)

　

東
京
か
ら
み
れ
ば
限
界
集
落

で
あ
っ
て
も
、
被
災
者
の
皆
さ

ん
か
ら
見
れ
ば
絶
対
に
戻
り
た

い
故
郷
な
の
で
す
。

　

東
北
被
災
地
は
、
以
前
か

ら
過
疎
化
が
進
ん
で
い
た
地

域
で
、
若
い
世
代
の
流
出
も

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
た

地
域
を
復
興
す
る
に
は
ど
う

す
べ
き
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
と

な
る
書
籍
を
選
び
ま
し
た
。

紹
介
す
る
３
冊
は
、
中
越
地

震
で
の
集
落
形
成
に
つ
い
て

書
か
れ
た
も
の
で
す
。

『
帰
ろ
う
山
古
志
へ
―
旧

山
古
志
村
民
の
体
験
』	

よ
し
た
ー
山
古
志 (

新
潟
日

報
事
業
社, 2006)

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

た
め
に
重
要
な
の
は
、
そ
こ

に
戻
り
た
い
と
い
う
想
い
で

す
。
こ
の
本
に
は
、
旧
山
古
志

村
民
92
名
の
地
震
発
生
時
の
恐

怖
と
、
仮
設
住
宅
に
住
む
生
の

言
葉
が
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。
長

島
忠
美
村
長

(

当
時)

の
想
い

か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　
「『
ふ
る
里
を

捨
て
る
の
で
は
な

い
！　

必
ず
戻
っ

て
緑
の
村
を
取

り
返
す
』
こ
れ

が
、
私
が
私
に

し
た
約
束
で
す
」

　

村
民
の
皆
さ

ん
も
共
通
の
想

い
を
持
っ
て
い
ま

す
。「
何
一
つ
不

自
由
の
な
い
生

活
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
山
古
志
は
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
山
古
志
に

復興の意味をとらえなおす３冊
～中越地震と限界集落の復興～

『
限
界
集
落
の
真
実
　
過
疎

の
村
は
消
え
る
か
』	

山
下
祐
介(

筑
摩
書
房,2012)

　

限
界
集
落
と
い
う
言
葉
か
ら

生
ま
れ
る
誤
解
を
指
摘
し
た
一

冊
で
す
。
限
界
集
落
と
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
半
数
を
こ
え

る
地
域
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
し

か
し
集
落
は
高
齢
化
が
進
む
か

ら
消
え
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

村
を
出
た
人
が
戻
ら
な
い
こ
と

で
消
滅
し
て
い
く
の
で
す
。
苦
労

を
越
え
て
地
域
に
戻
り
た
い
人

が
多
い
山
古
志
村
や
、
東
北
の

集
落
は
簡
単
に
は
消
え
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
働
く
場
と
し
て
住
ん

で
い
た
だ
け
の
市
街
地
の
方
が
人

口
流
出
は
進
み
ま
す
。
限
界
集

落
の
方
が
復
興
は
早
い
の
で
す
。

『
中
越
地
震
　
復
興
公
論
』	

(

新
潟
日
報
社,2006)

　

最
後
は
、
中
越
地
震
に
市
民

の
目
線
か
ら
必
要
な
復
興
政
策

を
ま
と
め
た
一
冊
で
す
。
東
北

同
様
、
中
越
で
も
被
災
地
か
ら

の
集
団
移
転
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
し
、
こ
の
事
業
を
使

え
ば
自
治
体
負
担
は
少
な
く
な

る
反
面
、
住
民
が
元
の
土
地
に

戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
山

古
志
村
で
代
わ
り
に
用
い
ら
れ

た
の
は
、
小
規
模
住
宅
地
区
改

良
で
し
た
。
こ
の
制
度
を
使
う

こ
と
で
、
集
落
に
残
ろ
う
と
す

る
人
々
が
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

古
川
経
済
財
政
担
当
大
臣
は

７
月
27
日
の
閣
議
に
２
０
１
２

年
度
の
経
済
財
政
白
書
を
提
出

し
た
。
震
災
関
連
で
は
、「
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
」
と
し
て
、

約
１
０
０
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
産

業
・
生
活
・
経
済
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
分
野
に
お
い
て
分
析
が
さ
れ
た
。

　

白
書
で
は
、
地
域
や
分
野
に

お
け
る
格
差
は
あ
る
も
の
の
、

元
の
地
域
に
戻
る
た
め
の
仕
組

み
は
既
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
要
な
の
は
、
一
致
団
結
し
た

被
災
者
の
声
で
す
。

　

こ
う
し
た
書
籍
を
通
じ
、「
復

興
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
の
見
方

が
変
わ
る
方
も
多
い
は
ず
で
す
。

岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
被
災
３

県
に
お
い
て
生
産
や
消
費
は
震

災
前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
る

と
指
摘
。
そ
の
上
で
、「
震
災

前
の
社
会
的
な
ト
レ
ン
ド
や

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ど

の
よ
う
な
社
会
を
目
指
す
べ
き

か
を
整
理
」
す
る
べ
き
と
し
、

人
口
や
生
産
の
適
切
な
水
準
を

見
極
め
て
効
率
的
な
投
資
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
産
業
の
集
積
と

人
的
資
本
の
向
上
が
鍵
と
な
る

と
し
、
官
民
あ
げ
て
の
取
組
を

求
め
た
。
ま
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
等
の
量

的
側
面
だ
け
で
な
く
、
質
を
重

視
す
る
成
長
に
よ
り
、
人
々
の

幸
福
を
高
め
る
と
と
も
に
持
続

可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す

べ
き
と
し
た
。

　

一
方
、
震
災
後
に
福
島
を
中

心
に
被
災
３
県
か
ら
の
人
口
流

出
が
加
速
し
て
お
り
、
特
に
若
者

（
大
卒
お
よ
び
高
卒
・
中
卒
）
の

３
県
内
で
の
就
業
希
望
が
減
少

し
て
い
る
傾
向
も
指
摘
さ
れ
た
。

成
長
の
源
泉
で
あ
る
人
的
資
源

を
増
強
さ
せ
る
た
め
、
魅
力
あ

る
街
と
し
て
の
早
期
の
復
興
の
実

現
と
環
境
整
備
を
求
め
て
い
る
。

区
域
を
持
つ
こ
と
で
、
広
い
福

島
県
の
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な

る
ニ
ー
ズ
を
網
羅
し
て
い
く
。

　

総
会
の
参
加
者
か
ら
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
提
案
や
意
見
が
出
さ

れ
た
。
例
え
ば
、
支
援
活
動
を

長
期
的
に
継
続
さ
せ
て
い
く
た

め
の
基
金
設
立
や
、
緊
急
時
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
国
際

基
準
に
則
っ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
、
外
部
支
援
者
と
地
元

支
援
団
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能

な
ど
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

大
学
な
ど
の
研
究
機
関
や
外
部

団
体
、
政
府
・
行
政
な
ど
と
連

携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
た
。

　

代
表
理
事
の
丹
波
史
紀
氏

（
福
島
大
学
行
政
政
策
学
類
准

教
授
）
は
、
今
後
に
つ
い
て
、

中
間
支
援
団
体
と
し
て
の
役
割

を
強
調
。「
粘
り
強
く
、
息
長

く
、
被
災
者
の
自
立
的
な
復
興

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
宮
城
・

施
し
て
い
く
。

　

今
後
の
活
動
の
大
き
な
テ
ー
マ
は

「
被
災
さ
れ
た
方
た
ち
が
主
役
の

復
興
／
被
災
者
に
よ
る
自
立
的
な

復
興
の
支
援
」。

　

復
興
の
局
面
は
、
避
難
者
へ

の
直
接
的
支
援
か
ら
新
た
な
段

階
へ
入
っ
た
と
し
て
、
未
対
応

の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
自
立

的
な
復
興
を
め
ざ
し
活
動
を
展

開
し
て
い
く
。
そ
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
９
月
上
旬
に
「
ふ
く
し

ま
復
興
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
、
被
災
者
支
援
を
行

な
っ
て
い
る
団
体
に
呼
び
か
け

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
。

　

ま
た
、
組
織
体
制
の
強
化
の

た
め
に
、
理
事
を
３
人
か
ら
７

人
に
増
員
。
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当

　

福
島
の
復
興
支
援
の
活
動

を
行
な
う
中
間
支
援
組
織

「
ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ
ン

タ
ー
」
の
第
１
回
総
会
が
７

月
19
日
に
郡
山
市
で
開
催
さ

れ
、
会
員
を
は
じ
め
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
な
ど
約
60
人
が
参

加
し
た
。

　

ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ
ン

タ
ー
は
昨
年
７
月
20
日
に
設
立
、

12
月
１
日
に
一
般
社
団
法
人
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
応
急
仮

設
住
宅
の
周
辺
環
境
調
査
や
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
財
団

「
ふ
み
だ
す
ふ
く
し
ま
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
で
あ
る
、
子
ど
も
向

け
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ふ
み
だ
す
探
検

隊
」
な
ど
の
事
業
を
行
な
っ
て
き

た
。

　

ま
た
今
後
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に

人
材
を
派
遣
す
る
「
福
島
・
右
腕

派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
、
被
災

者
の
た
め
の
相
談
窓
口
・「
ふ
み
だ

す
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

（
東
日
本
復
興
支
援
財
団
か
ら
の

委
託
）
等
の
事
業
を
継
続
し
て
実

被

災

者

が

主

役

の

復

興

を
。

ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー

２
０
１
２
年
度
経
済
財
政
白
書

ふ
く
し
ま
を
生
き
る 

被
災
者
支
援
の
現
場
か
ら 

―
― 

⑦

遠
く
か
ら
の
評
論
で
は
な
く
て
、

被
災
者
の
声
を
集
め
た
復
興
へ
。"

寄
り
添
う"

と
い
う
言
葉
を
も
う

一
度
捉
え
直
す
き
っ
か
け
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
／
Ｒ
Ｃ
Ｆ
復
興
支
援
チ
ー

ム
・
藤
沢
烈
（@retz

））

産
業
の
集
積
と
人
的
資
本
の
向
上
で

新
た
な
復
興
を

岩
手
の
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
と

協
力
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

（
取
材
・
文
／
ふ
く
し
ま
連
携
復
興

セ
ン
タ
ー
・
遠
藤
惠
）

総会には福島県からの来賓もあり、今後の活動に期待が寄せられた。
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⑦

●第２３回広瀬川灯ろう流し　光と水と
コンサートの夕べ

広瀬川河川敷を舞台に繰り広げられる光と
水と音の祭典。約３０００個の灯ろうが
川面に揺らめく様は、美しく幻想的。周囲
には屋台がならび､ さまざまなイベント
が催されます。【スケジュール】８月２０
日（月）１５：００～２１：００（花火大
会は２０：００～、雨天決行）【場所】仙
台市広瀬川河岸宮沢橋下特設会場【料金】
入場無料、新盆灯ろう券３０００円・普
通２０００円（前売１５００円）【問い合
わせ】広瀬川灯ろう流し事務局Eメール：
tourou@hirosegawa.com【 Ｈ Ｐ 】http://
tourou.hirosegawa.com/

●宮古夏まつり～海上花火大会～
海上花火大会は7月下旬から8月上旬に

行われる「宮古夏まつり」の最終日に行
われ、祭りの夜を彩ります。【日時】８月
１４日（火）１８：００～１９：００【場所】
宮古市出崎沖【問い合わせ】宮古商工会議
所（宮古夏祭協賛会事務局）℡：０１９３
（６２）３２３３【ＨＰ】http://www.city.
miyako.iwate.jp/cb/hpc/Article-1224.html

●復興サマーフェスティバル
子供盆踊りや新川俣音頭踊り流し、一般盆
踊りほかステージイベントなどが行われま
す。また、祭りの最後には花火大会もあり
ます。【日時】８月１４日（火）【場所】旧
国道３４９号鉄炮町交差点～中丁交差点
【問い合わせ】かわまた夏祭り実行委員会
事務局℡：０２４（５６６）２３７７

※イベント情報随時募集しています。
掲載ご希望の方は press@h-u-g.jp まで。

７月 ２８・２９ 日。東北本線 郡山〜福島間を、かつて東北を走った蒸気機関車Ｃ６１が
復興を祈願して駆け抜けた。手を振った人々の映像はＪＲ仙台のＨＰで公開予定。45年ぶりのＳＬ！

●
情
報
募
集

東
北
復
興
新
聞
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で
は

よ
り
多
く
の
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
復
興
に
携
わ
る
皆
さ
ん

が
発
信
し
た
い
情
報
（
イ
ベ
ン

ト
・
告
知
・
募
集
な
ど
）
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
内
「
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
」
コ
ー
ナ
ー
ま
で
。

●
ス
タ
ッ
フ
募
集

記
者
・
ラ
イ
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
募
集
中
で
す
。
東
北
在
住
者

歓
迎
、
経
験
よ
り
や
る
気
重
視
。

メ
ー
ル info@h-u-g.jp

ま
で
。

●
お
知
ら
せ

復
興
、
そ
し
て
明
日
の
日
本
を

考
え
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
サ
イ
ト

「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
」
も
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。「
灯
ろ
う
、
明

日
へ
」
で
検
索
を
！

か
わ
ら
版

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
発
行
の
主

役
は
現
地
の
仮
設
住
宅
支
援
員

を
中
心
と
し
た
６
名
。
全
員
、

新
聞
づ
く
り
は
未
経
験
だ
。

　

７
月
初
旬
、
新
聞
制
作
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
べ
く
、
メ
ン

バ
ー
総
出
で
試
行
錯
誤
し
た
教

材
を
携
え
、
研
修
に
向
か
っ
た
。

研
修
は
２
日
間
、
新
聞
の
コ
ン

セ
プ
ト
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
、

怒
涛
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
大
切

な
の
は
「
誰
に
何
を
伝
え
た
い

の
か
」
だ
と
繰
り
返
し
た
が
、

分
か
っ
た
よ
う
な
分
か
ら
な
い

よ
う
な
…
…
そ
ん
な
様
子
だ
っ

た
。
そ
の
ま
ま
取
材
・
執
筆
の

宿
題
を
課
し
、
研
修
を
終
え
た
。

帰
り
道
「
不
安
だ
け
ど
楽
し

い
！
」
と
新
し
い
学
び
に
喜
ん

で
い
る
姿
が
我
々
の
土
産
と

な
っ
た
。

　

２
週
間
後
、
原
稿
が
上
が
っ

て
き
た
。
そ
こ
に
は
読
み
手
を

想
っ
た
言
葉
が
綴
ら
れ
、
仮
設

住
宅
で
住
民
た
ち
が
こ
の
新
聞

を
手
に
会
話
し
て
い
る
姿
が
想
像

さ
れ
た
。
取
材
で
出
会
っ
た
人
や

チ
ー
ム
で
の
対
話
を
通
し
て
「
誰

に
何
を
伝
え
た
い
か
」
の
解
を
自

然
と
見
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。
次
の

研
修
で
は
、
彼
女
ら
の
表
情
に

控
え
め
な
が
ら
自
信
が
見
え
た
。

　

震
災
が
壊
し
た
も
の
は
計
り

知
れ
な
い
が
、
こ
う
し
て
新
た
な

能
力
が
掘
り
起
こ
さ
れ
て
い
る

事
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
心

が
熱
く
な
っ
た
。
新
生
、
仮
設

住
宅
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
活
躍
を
、

見
守
っ
て
い
き
た
い
。（
Ｓ
）

　

現
在
、
当
新
聞
は
岩

手
県
大
船
渡
市
と
大
槌

町
の
、
仮
設
住
宅
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞
発
行

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
＆
ガ
イ
ド

　

福
島
県
で
は
、
風
評
被
害
が

観
光
客
の
戻
り
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。
そ
こ
で
県
の
観
光
交

流
課
は
、
誰
で
も
気
軽
に
旅
行

を
楽
し
む
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ド
ラ
イ
ブ
マ
ッ

プ
＆
ガ
イ
ド
」
を
製
作
し
た
。

　

サ
イ
ト
に
は
、
県
内
の
観
光

名
所
や
旅
館
、
食
事
処
な
ど
が

数
多
く
登
録
さ
れ
て
お
り
、
利

用
者
は
行
き
た
い
場
所
を
自
由

に
選
び
、
組
み
合
わ
せ
て
い
く
。

グ
ル
メ
サ
イ
ト
や
宿
泊
予
約
サ

イ
ト
と
の
連
動
が
、
計
画
づ
く

り
を
実
質
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
。
巡
る
順
番
と
滞
在
時

間
を
決
め
れ
ば
、
自
分
専
用
の

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
が
完
成
だ
。

　

完
成
し
た
デ
ー
タ
は
、
カ
ー

ナ
ビ
や
携
帯
に
送
る
こ
と
が
で

き
、
経
由
地
の
確
認
や
変
更
が

旅
行
中
で
も
簡
単
。
ツ
イ
ッ

タ
ー
等
へ
の
投
稿
も
可
能
で
、

旅
の
情
報
発
信
も
楽
し
め
る
。

ま
た
、
旅
の
し
お
り
と
し
て
印

刷
す
れ
ば
、
マ
イ
カ
ー
を
使
わ

な
い
旅
行
で
も
活
用
で
き
る
。

　

ど
の
観
光
地
を
選
べ
ば
い
い

か
迷
う
と
い
う
人
に
は
、「
お

す
す
め
ド
ラ
イ
ブ
プ
ラ
ン
」
が

便
利
。
季
節
に
合
っ
た
観
光
地

が
組
ま
れ
、
食
事
処
や
旅
館
な

ど
を
候
補
の
中
か
ら
選
び
な
が

ら
プ
ラ
ン
の
通
り
に
回
れ
ば
、

計
画
の
負
担
な
く
旅
行
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
今
だ
か
ら
こ
そ
の
福
島
を
、

皆
さ
ん
に
楽
し
く
観
光
し
て
い

た
だ
き
た
い
」。
こ
う
話
す
の
は

県
庁
観
光
交
流
課
の
平
山
さ
ん
。

福
島
の
魅
力
満
載
の
こ
の
サ
イ

ト
に
期
待
が
膨
ら
む
。

http://www.tif.ne.jp/drive/

　

震
災
1
ヶ
月
後
、
勤
務
先
の
設

計
事
務
所
の
代
表
と
一
緒
に
、
石

巻
を
訪
問
。
泥
か
き
な
ど
を
手
伝
っ

て
い
る
う
ち
に
、
松
村
豪
太
さ
ん

（
現
・Ishinom

aki2.0

代
表
）

を
は
じ
め
と
す
る
、
様
々
な
専
門

性
を
持
つ
、
石
巻
再
生
へ
の
思
い

を
共
有
す
る
人
々
と
の
縁
が
で
き

た
。

　

が
れ
き
、
突
っ
込
ん
だ
ま
ま
の

漁
船
、
自
衛
隊
風
呂
、
雑
魚
寝
す

バ
ー
と
な
っ
た
。

　

人
が
減
り
お
金
が
ま
わ
ら
ず
さ

ら
に
人
が
減
る
。
結
果
、
街
が

徐
々
に
衰
退
し
て
い
く
。「
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の

問
題
そ
の
も
の
」
と
小
泉
さ
ん
。

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
み
せ
る
と
、
お
金
と
人
が
つ
い

て
き
て
、
街
を
変
え
る
原
動
力
に

な
る
。「
石
巻
工
房
」「
復
興

BAR

」「
復
興
民
泊
」「
石
巻
経
済

新
聞
」。
そ
う
し
て
数
々
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
場
が
生
ま
れ
た
。

　
「
街
の
人
た
ち
と
日
常
で
の
か
か

わ
り
が
増
え
て
き
て
い
る
」
と
笑

う
小
泉
さ
ん
。
最
近
は
、
商
店
街

の
人
た
ち
が
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

に
来
て
、
建
物
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
の
相
談
を
持
ち
か
け
て
く
る
。

少
し
ず
つ
、
で
も
着
実
に
、
人
々

を
巻
き
込
ん
で
新
し
い
石
巻
が
創

ら
れ
て
い
る
。

肉 屋がコロッケを揚げるような感 覚 で 、
街 づくりに参 加してもらえるようになれば

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
。
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
だ
っ
た
け
れ
ど
、
飲
み
会

を
や
る
と
盛
り
上
が
っ
た
り
、
店

先
で
演
奏
す
る
人
が
い
た
り
。
こ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
つ
な
が
り
を
も

と
に
、
保
守
的
で
閉
鎖
的
だ
っ
た

石
巻
を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
街
へ
と

新
し
く
創
り
変
え
て
い
こ
う
、
と

Ishinom
aki 2.0

が
生
ま
れ
た
。

石
巻
に
住
み
込
ん
で
い
た
小
泉
さ

ん
は
、
自
然
と
そ
の
中
心
メ
ン 一般社団法人 ISHINOMAKI2.0

小
こ い ず み

泉 瑛
え い い ち

一さん 福
島
観
光
を
楽
し
く
簡
単
に
！

サイトの画面イメージ。ひと目で旅行全体の流れが把握でき、
プランを練ることも簡単だ。

写真提供：ふくしま観光ジャーナル
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